
 

 

 

 

 

 

 

 

第1５回  屋上･壁面･特殊緑化技術コンクール 

 

応募要綱 
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主  催 公益財団法人都市緑化機構 

特別協賛 住 友 林 業 株 式 会 社 

 
 



 
 

 

１ 目的 

 

建築物の屋上等特殊空間(通常の方法では緑化が困難とされ、緑化に高度な技術を要する空間)の

緑化は、都市におけるヒートアイランド現象の緩和、省エネルギーの推進、生物多様性の確保、景

観の向上等都市環境の改善に非常に有効であり、積極的に推進することが望まれています。 

本コンクールは、屋上等特殊空間の緑化について、積極的に取り組み優れた成果をあげている民

間企業、公共団体、個人等を顕彰することにより、屋上等特殊緑化空間の緑化技術の一層の普及推

進を図り、もって都市環境の改善を進め、豊かな都市生活の実現に寄与することを目的とします。 

 

２ 主催 

 

公益財団法人 都市緑化機構 

 

３ 後援 (予定を含む) 

 

国土交通省、環境省、東京都、日本経済新聞社 

 

４ 特別協賛 

 

住友林業株式会社  

 

５ 協賛 (予定を含む) 

 

一般財団法人公園財団 公益財団法人都市計画協会 一般財団法人日本造園修景協会 一般財団法

人日本緑化センター 一般社団法人日本公園緑地協会 一般社団法人日本造園建設業協会  一般

社団法人日本公園施設業協会 一般社団法人日本建設業連合会 一般社団法人公共建築協会 一般

社団法人不動産協会 一般社団法人日本造園組合連合会 一般社団法人日本植木協会 一般社団法

人都市計画コンサルタント協会 公益社団法人日本造園学会 一般社団法人日本ビルヂング協会連

合会 一般社団法人日本建築学会 一般財団法人日本建築センター 一般財団法人日本宝くじ協会 

一般財団法人民間都市開発推進機構 一般社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会 
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５ 応募対象 

 

(１) コンクールは次の部門別に応募作品を募集して行います。 

◎屋上緑化部門 

応募対象：建築物の屋上、屋根の緑化 

◎ 壁面･特殊緑化部門 

応募対象：建築物の壁面の緑化 

：土木構造物の壁面(高架道路壁面、擁壁等）の緑化 

：土木構造物の高架(道路・鉄道高架部分、橋等)上・下空間の緑化 

：屋内(アトリウム、室内、地下空間等)、ベランダの緑化 

：その他通常の方法では緑化が困難な空間の緑化 

※ 作品が両部門に該当する場合、１つの作品を両部門へ応募することも可能です。 

(２) 応募できる作品は、平成27年3月31日までに工事を完了したものとします。 

(３) その他 

・第1回～１4回までに応募した未受賞作品の再応募は可とします。 

 

６ 応募資格 

 

応募者は、応募対象作品の所有者、設計者、施工者、資材・工法の開発者又は管理者のいずれか

とします。また、連名による応募も可能です（但し、応募に際しては、事前に所有者の了解を得て

いること）。 

国外での作品については、作品の所有者、設計者、施工者のいずれかが、日系の企業であり、応

募者に名を連ねていること。 

 

７ 応募方法 

 

(１) 各部門と所定の様式に事項を記入し、応募資料一式を郵送または持参により下記｢屋上･壁面･

特殊緑化技術コンクール｣係にお届けください。応募資料は「屋上･壁面･特殊緑化技術コンク

ール応募資料作成要領」の仕様によるものとします。屋上緑化部門と壁面・特殊緑化部門は応

募様式が異なりますのでご注意下さい。 

(２) 応募様式、及び「屋上･壁面･特殊緑化技術コンクール応募資料作成要領」は、都市緑化機構ホ

ームページよりダウンロードするか、下記問い合わせ先まで、e-mailにてお問合せください。 

(３) 応募提出書類等は原則として返却しません。また、提出書類は主催者が事業目的のために無償

で任意に使用できるものとします。 

８ 応募資料の取り寄せ、提出、及び 問い合わせ先 

 

公益財団法人都市緑化機構｢屋上･壁面･特殊緑化技術コンクール｣係 

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町3-2-4田村ビル２階 

電話:03-5216-7191  FAX:03-5216-7195  E-mail：midori.info@urbangreen.or.jp 

都市緑化機構ホームページ：https://urbangreen.or.jp  
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９ 応募締切り 

 

平成 28 年 ６ 月 ３０ 日（木）消印有効 

 

１０ 審査のポイント 

 

審査は審査委員により構成される審査委員会により下記内容をポイントとして審議し、表彰する

作品を決定します。 

・ 緑 化 の 技 術：新技術又は総合的にレベルの高い技術が投入されているか。 

・ 緑化の目的と達成：緑化の目的に対してその達成状況はどうか。 

・ 緑 化 の 特 色：利用面、美観性、植栽デザイン、都市景観の形成、公開面など 

に特色ある工夫がなされているか。 

・ 維 持 管 理 、 運 営：維持管理技術の工夫や適正な維持管理がなされているか。また、 

竣工後の運営に工夫がなされているか。 

・ プレゼンテーション：上記項目を応募資料や図面、写真によりわかりやすくまとめて     

いるか。 

 

１１ 審査委員 

 

委員長 

山田 宏之 大阪府立大学大学院 生命環境科学研究科 教授 

委 員 

井上 洋    一般社団法人 日本経済団体連合会 教育・スポーツ推進本部長 

仙田 満    東京工業大学 名誉教授、環境デザイン研究所会長 

塚田 市朗   一般財団法人 日本建築センター 常務理事 

行木 美弥  環境省 水・大気環境局大気環境課大気生活環境室長 

町田 誠    国土交通省 都市局 公園緑地・景観課 緑地環境室長 

真部 保良   日経ＢＰ社 日経 BP インフラ総合研究所 主席研究員 

森本 幸裕   京都学園大学 バイオ環境学部バイオ環境デザイン学科 教授 

山崎 誠子   日本大学短期大学部 建築・生活デザイン学科 准教授 

宮下 和正   公益財団法人 都市緑化機構 専務理事 

（敬称省略） 

平成２８年４月１日現在 

 

１２ 入選発表 

 

平成2８年９月下旬、受賞者に通知します。 



 
 

１３ 表彰 

 

(１) 次の各賞を、応募作品の部門ごとに表彰いたします。 

賞／部門 屋上緑化部門 壁面・特殊緑化部門 

国土交通大臣賞 １点以内 1 点以内 

環境大臣賞 １点以内 1 点以内 

日本経済新聞社賞 １点以内 1 点以内 

都市緑化機構会長賞 ２点以内 

 

(２) 次の方に表彰状を授与します。 

受賞者に表彰状を授与します。所有者、設計者、施工者、資材・工法の開発者など連名による

応募の場合は、連名で表彰状等を授与します。 

(３) 表彰式は、平成 28 年 10 月下旬、東京都内を予定しています。 

(４) 審査結果の報告を（公財）都市緑化機構の機関誌『都市緑化技術』に掲載します。 

(５) 受賞作品をホームページに掲載します。 

 

 

１４ その他 

 

(１) 本コンクールの第1～1４回受賞作品は、（公財）都市緑化機構ホームページに掲載しており

ます。 

（公財）都市緑化機構のホームページ: https://urbangreen.or.jp 

(２) 受賞者には、応募資料を基に表彰式会場等に展示する作品紹介用パネル作成への協力をお願い

します。 

(３) 審査の過程において、現地の確認・ヒアリングを実施する場合があります。 

(４) 応募資料の作成と事務局への問い合わせは日本語でお願いします。 

 

 

１５ 造園ＣＰＤ（継続教育）プログラム （申請予定） 

 

当コンクールは、「造園ＣＰＤ認定プログラム」に申請予定です。「応募資料作成要領」をご確

認のうえ、応募用紙に必要事項をご記入ください。 
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公益財団法人都市緑化機構 ｢屋上･壁面･特殊緑化技術コンクール｣係 

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町３-２-４ 田村ビル２階 

T E L：０３－５２１６－７１９１      Ｆ Ａ Ｘ: ０３－５２１６－７１９５ 

e - m a i l： midori.info@urbangreen.or.jp ホームページ：http://urbangreen.or.jp 


